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年
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十
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三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
の
支
払

い
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
の

支
払
い
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
改
正
後
入
管
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
「
特
定
技

能
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
（
以
下
「
特
定
技
能
外
国
人
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
入
管
法

第
二
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
、
「
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
締
結
す
る
雇
用
に
関
す
る
契
約
」
は
、
「
外
国
人
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
報
酬
の
決
定
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
福
利
厚
生
施
設
の
利
用
そ
の
他
の
待
遇
」
に
つ
い
て
、
「
差
別
的
取

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
含
」
め
「
法
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
と

し
て
お
り
、
改
正
後
入
管
法
第
十
九
条
の
十
九
か
ら
第
十
九
条
の
二
十
一
ま
で
に
お
い
て
、
「
特
定
技
能
所
属
機
関
に
よ
る

特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
が
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
」
等
を
確
保
す
る
た
め
、
出
入
国
在
留

管
理
庁
長
官
に
「
特
定
技
能
所
属
機
関
」
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
の
ほ
か
、
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
及
び
改
善
命
令
等
の

権
限
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一



ま
た
、
一
般
に
、
使
用
者
が
、
労
働
者
の
国
籍
を
理
由
と
し
て
、
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
差

別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
は
、
監
督
指
導
を
実
施
し
た
際
に
、
同
条
の
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
使
用
者
に

対
し
て
、
そ
の
是
正
の
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
同
法
第
百
十
九
条
に
よ

り
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
内
閣
衆
質
一
九
七
第
一
三
号
）
三
及
び
四
に
つ
い
て
で

お
答
え
し
た
と
お
り
、
改
正
後
入
管
法
に
よ
り
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
「
特
定
技
能
」
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
に
お
い

て
は
、
改
正
後
入
管
法
第
二
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
、
「
外
国
人
が
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
締
結
す
る
雇
用
に
関
す
る
契

約
」
は
、
「
法
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
、
「
特

定
技
能
雇
用
契
約
の
相
手
方
と
な
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
」
は
、
「
法
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
と
と
も
に
、
改
正
後
入
管
法
第
十
九
条
の
十
九
か
ら
第
十
九
条
の
二
十
一
ま
で
に
お
い
て
、
「
特
定

技
能
所
属
機
関
に
よ
る
特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
が
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
」
等
を
確
保
す

二



る
た
め
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
「
特
定
技
能
所
属
機
関
」
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
の
ほ
か
、
報
告
徴
収
、
立
入
検

査
及
び
改
善
命
令
等
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
」
が
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
被
保
険
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
お
尋
ね
の
そ
の
「
出
身
国
に
居
住
す
る
配
偶
者
」
が
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
扶

養
者
等
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
「
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
」
は
同
法
第
百
十
四
条
に
基
づ
く
家
族
出
産
育

児
一
時
金
等
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
」
に
限
ら
ず
、
一
般
に
、
本
邦
に
在
留
中
の
外
国
人
が
婚
姻
で
き
る
か
は
、

婚
姻
の
成
立
に
関
す
る
準
拠
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
」
に
限
ら
ず
、
一
般
に
、
求
職
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹
介
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
て
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
」
を
含
む
十
言
語
に
よ

三



る
職
業
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
通
訳
を
交
え
て
三
者
で
通
話
を
行
う
「
多
言
語
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
全
国
五
百
四
十
四
か
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
、
百
二
十
八
か
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
相
談
窓
口
に
通
訳
員

を
配
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
に
お
い
て
は
、
当
事
者
が
雇
用
の
期
間
を
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
労
働
者
側
か
ら
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一

号
の
外
国
人
労
働
者
」
に
限
ら
ず
、
特
定
技
能
外
国
人
は
、
「
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
の
雇
用
に
関

す
る
契
約
」
に
基
づ
い
て
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
在
留
資
格
の
変
更
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
別
の
「
本
邦
の
公

私
の
機
関
と
の
雇
用
に
関
す
る
契
約
」
に
基
づ
い
て
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
」
に
限
ら
ず
、
一
般
に
、
求
職

者
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹
介
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
に
つ
い
て

最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
同
法
第
四
十
条
に
よ

四



り
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
違
反
し
た
者
は
、
同
法
第
百
十
九
条
に
よ
り
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
お
尋
ね
の
「
摘
発
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
全
国
の
労
働
基
準
監
督
署
が
技
能

実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
実
習
実
施
者
に
対
し
て
監
督
指
導
を
行
い
、労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
件
数
は
、

平
成
二
十
五
年
が
千
八
百
四
十
四
件
、
平
成
二
十
六
年
が
二
千
九
百
七
十
七
件
、
平
成
二
十
七
年
が
三
千
六
百
九
十
五
件
、

平
成
二
十
八
年
が
四
千
四
件
、
平
成
二
十
九
年
が
四
千
二
百
二
十
六
件
で
あ
る
。

労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
件
数
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
技

能
実
習
制
度
に
お
い
て
は
、
制
度
の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
ず
に
安
価
な
労
働
力
の
確
保
策
と
し
て
使
わ
れ
、
労
働
関
係
法
令
違

反
が
生
じ
て
い
た
等
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
問
題
点
の
改
善
を
行
う
な
ど
す
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
に
外
国

人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
が
制
定
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
注
視
し
つ
つ
、
今
後
と
も
事
業
主
に
労
働
関
係
法
令
を

遵
守
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

五



八
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
」
が
健
康
保
険
法
に
定
め
る
被
保
険
者
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
に
は
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
に
定
め
る
被
保

険
者
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
」
が
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五

号
）
に
定
め
る
被
保
険
者
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
定
め
る
被
保
険
者
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
る
。

十
一
に
つ
い
て

「
特
定
技
能
」
の
在
留
資
格
に
お
い
て
は
、
「
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
」
は
、
原
則
と
し
て
、
一
の

公
私
の
機
関
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
法
務
省
令
に
お
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
労
働
条
件
で
な
い
場
合
は
、

六



原
則
と
し
て
、
改
正
後
入
管
法
第
二
条
の
五
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
と
定
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
」
が
国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
定

め
る
第
三
号
被
保
険
者
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
法
に
基
づ
く
年
金
た
る

給
付
の
支
給
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
そ
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

七


